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【研究成果の概要】 （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
 

 知的障害児・者（以下、知的障害児とする）は知的機能と適応行動の制約とで特徴づけられ

る能力障害であるが（ AAIDD 第 11 版）、種々の認知機能の障害のほか、身体運動にもまた制約

が見られることは、彼らの系統的教育が始まったころから注目されている。  

 知的障害児の運動機能の制約は、麻痺などの顕著な運動障害がないことを考えると、運動機

能それ自体というよりもむしろ、彼らの有する知的・認知機能に影響する側面が少なくない。

運動文脈の理解に困難がある、文脈に応じた力を発揮することが難しいなどである。その結果、

ある場面では可能な運動が別の場面で実施が難しい、簡単に見える運動が実施できず、逆に難

しいとされる運動が実施できるなどのいわゆる「運動の逆 説性」（ワイズマン）がある、などの

特徴がよく指摘される。古典的研究によれば認知機能と運動機能は独立したものと捉えられる

ことが多かったが、今日では、両者の連関を視野に入れたアプローチが注目されている。代表

的な視点と言えるだろう。  

本研究では、知的障害児の運動機能の制約を認知機能の特性と関連させつつ、それらの実態

を明らかにすることを目的として行われた。研究代表者と 2 名の学外の研究分担者のほか、 5

名の知的障害児の認知・運動機能を専門とする 院生等の協力を受けて実施された。  

研究内容は大きく５つにわかれる。１つは 動作不器用への着目である。M-ABC という発達障

害を対象にした運動アセスメントと衝動型－熟慮型という認知スタイルとの関連 を検討し、知

的障害児の運動機能が 彼らの性格特性とつながっている側面が少なくないことを指摘した。２

つは抑制機能 ( inhib i t ion)の影響である。抑制機能は行動や思考の調整やコントロールを行ない

目標の達成を実現する能力である 実行機能の重要な構成要素である 。知的障害児では運動の実

行のみならず、抑制（ブレーキ）の側面に障害により円滑な動作が困難である可能性を 確認し

た。第３に視覚走査である。外界を探索して必要な事物を発見する視覚機能の障害が身体運動

に関係する可能性が指摘された。 またそのアセスメントとしてキャンセリングタスクの活用可

能性を論じた。第４に自己肯定感（自尊感情）である。特別支援学校に 在籍する児童の自己肯

定感を既存の心理尺度で調べ、健常児データよりもむしろ自己肯定感が高いと読み取れる知見

を得ることができ、教育実践とのかかわりの中でその要因を考察した 。第５にプランニングで

ある。どのような手順で効率よく運動する べきかのアセスメントや結果について検討した。  

今後の課題としては、基礎的知見の更なる積み 重ねとともに、知見の教育実践への応用が指

摘された。  

な お 、 得 ら れ た 研 究 成 果 は 、 Appl ied Neuropsycho logy Chi ld、 Inte rnational  Journal  o f  

Deve lopmental  Disabi l i t ies などの国際誌、SNE ジャーナル、障害者スポーツ科学、Equi l ibr ium 

Research 等の国内学会誌に投稿、受理され、学術的に高い評価を得た。  
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